
この広報誌は皆様から寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています
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市
民
参
加
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
に
、「
ふ
く
し
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
」を
募
集
し
、
多
く
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
※
受
賞
結
果
は
、

社
協
だ
よ
り
8
月
15
日
号
お
よ
び
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で

す
。）

　

８
月
24
日
に
原
町
区
福
祉
会
館
に
お

い
て
行
っ
た
表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
福ふ

く

島し
ま

志し

織お
り

さ
ん（
原
町
高
等

学
校
1
年
）か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
辛
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
手

を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

NEWNEW

▲最優秀賞の福島志織さん ▲感染対策を講じながら表彰式を行いました

▲受賞された皆さん、おめでとうございます！
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◎令和３年度ふくしのスローガン◎令和３年度ふくしのスローガン
　「さしのべた 手と手がつなぐ 地域の輪」　「さしのべた 手と手がつなぐ 地域の輪」



赤い羽根共同募金運動が始まります赤い羽根共同募金運動が始まります
運動期間　　令和３年１０月１日～令和４年３月３１日運動期間　　令和３年１０月１日～令和４年３月３１日

　１０月１日より赤い羽根をシンボルとした共同募金運動が全国一斉に始まります。
この運動は、“じぶんの町を良くするしくみ”として、お寄せいただく募金は福島県内および南相馬市内で有効に
活用されています。
　コロナ禍ではございますが、今年度も皆さまのご協力をお願いします。

【市内での活用例】
　・�地区福祉委員会（住民ボランティア団体）の地域の見守り活動や交流事業などを通した地域福祉の推進のた
め、助成金を交付します。

　・�小学校/中学校/高等学校における福祉教育の推進を図り“福祉の心”を育てていくため、ボランティア活動費
を助成します。

　・�南相馬市社会福祉協議会が主催する「各種ボランティア講座（みなみそうま市民ふくし大学）」「高齢者・障
がい者・子どもの交流事業」などの事業に活用します。

　・このほか、火災などで罹災された世帯への「災害見舞金」の贈呈なども行っています。

【県内での活用例】
　・�福島県共同募金会において、福祉施設の整備や福祉団体の育成、住民参加の
福祉づくりに活用され、また、南相馬市内の福祉施設などにも配分されてい
ます。

　災害等準備金として、大規模災害等の発生に対応するための準備金として積み
立てています。東日本大震災時には、南相馬市でも大きな支援をいただきました。

　地域コミュニティの希薄化が進む昨今、住民相互の支え合いによる地域にするため、シニア世代※１が
輝ける活動を見出すきっかけづくりのための講座を開催します。ぜひご参加ください。
　※１��シニア世代とは、年長者、先輩、上級者という意味であり、特定の年齢層を指しているわけではあ

りません。

⃝会　場　　原町区福祉会館
⃝対　象　　�老人クラブ、地区福祉委員会、ふれあいサロン、ボランティア団体、民生委員児童委員、　

地域福祉活動に興味のある方など
⃝定　員　　２０人　※定員になり次第締め切らせていただきます。
⃝参加費　　無　料
⃝締　切　　令和３年１０月２２日（金）
⃝問い合わせ・申込先　　地域福祉課（原町区）　☎（０２４４）２４－３４１５

市内の新型コロナウイルスの感染状況により、講座等が中止となる場合がありますので、ご了承ください。

＜みなみそうま市民ふくし大学ボランティア講座＞＜みなみそうま市民ふくし大学ボランティア講座＞

シニアボランティア養成講座シニアボランティア養成講座

行　程 講　座　名 開　催　日 開催時間

１日目 講習　「ニュースポーツ体験」
講師　南相馬市老人クラブ連合会　会員 令和３年１１月１日㈪

午後２時～
午後４時

２日目
実践・交流　「�ニュースポーツを通して、市内福祉事

業所の方たちと交流しましょう！」
協力　市内の障がい者福祉事業所の皆さん

令和３年１１月１５日㈪

３日目

講習　「今さら聞けないスマホ講座」
　　　・QRコードの読み込み方、ホームページの見方

　など
講師　（合）猫の手コミュニケーションズ
　　　　　代表社員　�井上　昌宏�氏

令和３年１１月２９日㈪

▲ 昨年の街頭募金の様子

（９月15日号）
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さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
家
庭
に
受
け
入
れ
、
愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
養
育
し
て
く

だ
さ
る
方
を
「
里
親
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
里
親
制
度
の
理
解
と
普
及
促
進
を
図
る
目
的

で
開
催
し
ま
す
。
里
親
や
子
ど
も
の
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

⃝

日
　
時　
令
和
３
年
10
月
22
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
15
分

⃝

会
　
場　
福
島
県
環
境
放
射
線
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
【
南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
巣
掛
場
45

－

１
６
９
】

⃝

対
　
象　

�

福
島
県
在
住
で
里
親
に
関
心
の
あ
る
方
、　　
　

子
ど
も
の
福
祉
に
興
味
の
あ
る
方

⃝

定
　
員　
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝

締
　
切　
令
和
３
年
10
月
４
日
㈪

⃝

そ
の
他　

�

講
座
参
加
以
外
に
も
、
里
親
制
度
や
登
録
に
関

す
る
相
談
も
随
時
お
受
け
し
ま
す
（
要
予
約
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

福
島
県
浜
児
童
相
談
所　

里
親
担
当

　
　

☎　
（
０
２
４
６
）
28

－

３
３
４
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
４
６
）
28

－

２
６
２
４

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
数
制

限
を
し
て
開
催
し
ま
す
。
ご
来
場
の
際
は
、マ
ス
ク
の
着
用
、

会
場
で
の
検
温
、
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
当
日
の
託
児
対
応
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　　　　　※講座内容…成年後見制度の概要や関連制度など
⃝会　場　原町区福祉会館
⃝対　象　市内にお住まいの方、所属先がある方で、下記の⑴～⑶のいずれかに該当する方
　　　　　⑴成年後見制度に関心のある方
　　　　　⑵成年後見制度に関心のある市民で、後見人等として活動することを望む方
　　　　　⑶成年後見制度に関係する機関(行政・福祉施設など)の役職員など
⃝定　員　　２０人　※市民の方を優先し、定員を超えた場合は抽選で受講者を決定します。
⃝参加費　　無　料
⃝締　切　　令和３年９月２４日（金）
　※�受講者で希望される方は、本会のあんしんサポート（日常生活自立支援事業)の生活支援員として登録
し、市内において活動することができます（市民後見人登録の有無は問いません）

⃝問い合わせ・申込先　　地域福祉課（原町区）　☎（０２４４）２４－３４１５

　少子高齢社会に伴い、認知症や障がいなどにより判断能力が不十分となったとしても、住み慣れた地
域で安心して暮らせる仕組みづくりが必要とされています。
　そのような中で、判断能力が不十分な方の後見人を担う方は、親族から第三者後見へと変わりつつあ
りますが、弁護士などの専門職後見は少ない状況にあります。
　今後増加する成年後見制度利用者に対応するため、制度を学び、市民による後見人等を担う人材を養
成するための講座を開催します。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

⃝日　程

新型コロナウイルスの感染防止対策：事前の検温、発熱等がないことを確認の上、マスクの着用をお願いします

＜みなみそうま市民ふくし大学ボランティア講座＞＜みなみそうま市民ふくし大学ボランティア講座＞

成年後見制度 市民後見人養成講座成年後見制度 市民後見人養成講座
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島
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令
和
令
和
33
年
度
　
里
親
入
門
講
座

年
度
　
里
親
入
門
講
座

～「
縁
む
す
び
。」家
庭
を
必
要
と
し
て
い
る
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縁
む
す
び
。」家
庭
を
必
要
と
し
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る

子
ど
も
た
ち
～

子
ど
も
た
ち
～

行　程 日　　時
１日目 令和３年１０月　６日（水） 午後１時　　　　～午後３時３０分

２日目 令和３年１０月１３日（水）
午前１０時３０分～午後３時３０分

３日目 令和３年１０月１９日（火）

４日目 令和３年１０月２７日（水） 午前１０時　　　～午後３時１５分

５日目 令和３年１１月　４日（木） 午前１０時３０分～午後４時

６日目 令和３年１１月１０日（水） 午前１０時　　　～午後３時３０分

（９月15日号）
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　ひとり親家庭（母子・父子世帯）のお子さんが、元気
で笑顔（スマイル ）になれるよう、定期的にお米を無
償でお配りいたします。
※利用したことがある方も、毎回申込みが必要です。

❖申込締切❖　令和３年９月３０日（木）

❖配 布 日❖　令和３年１０月８日（金）

❖対象世帯❖
　�２０歳までのお子さんがいる、南相馬市在住のひ
とり親家庭

❖問い合わせ・申込先❖
　地域福祉課（各区福祉サービスセンター）
　・小高区　☎（０２４４）４４－５９７０
　・鹿島区　☎（０２４４）４６－５３５４
　・原町区　☎（０２４４）２４－３４１５

　８月２６日にかしま交流センターにおいて、介護老人保健施
設　厚寿苑　主任作業療法士�涌

わく

井
い

美
み

貴
き

子
こ

先生を講師に、効果
的な体と心のほぐし方についての講話や、セラバンドと手ぬ
ぐいを使った体操を伝授いただきました。
　参加された皆さんからは、「コロナ渦のストレスが癒された」
などの感想をいただきました。

～ご寄付・ボランティアの募集～～ご寄付・ボランティアの募集～
◇�玄米の寄付（購入・収穫してから１年以内のもの）
◇お米の精米作業・袋詰作業 など

皆さまのご協力をよろしくお願いします

申込専用
ＱＲコード

＜南相馬市子育て応援基金助成事業＞＜南相馬市子育て応援基金助成事業＞
～ ひとり親家庭支援～ ひとり親家庭支援

スマイ（米）ルお届け事業 ～スマイ（米）ルお届け事業 ～

自宅で簡単にできる体操で自宅で簡単にできる体操で
体と心をほぐしましょう!体と心をほぐしましょう!

～鹿島地域包括支援センター　家族介護教室～～鹿島地域包括支援センター　家族介護教室～

　

任
期
は
令
和
３
年
６
月
24
日

か
ら
令
和
７
年
６
月
定
時
評
議

員
会
終
了
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。・

早　

川　

英　

夫

・
佐　

藤　

芳　

信

・
岩　

橋　

光　

善

・
井　

村　
　
　

寛

・
小　

林　

恵　

美

・
前　

田　

重　

光

・
鈴　

木　

裕　

子

・
只　

野　

広　

夫

・
大　

島　
　
　

紀

・
志　

賀　

敏　

伯

・
安　

川　
　
　

徹

・
西　
　
　

み
よ
子

・
大　

塚　

悦　

子

・
大　

塚　

俊　

介

・
伊　

賀　

和　

子

・
門　

馬　

孝　

子

・
西　

内　

千
恵
子

・
荒　
　
　

ヒ
サ
エ

・
嵯　

峨　

圭　

子

・
高　

田　

妙　

子

・
渡　

辺　

貞　

雄

・
門　

馬　

眞
一
郎

・
廣　

畑　

裕　

子

・
百　

田　

尊　

道

・
髙　

篠　
　
　

忍

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

評
議
員
紹
介

評
議
員
紹
介

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内

の
学
校
や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
福
祉
体
験
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、「
高
齢
者
疑
似

体
験
セ
ッ
ト
」の
装
具
を
実
際
に
付

け
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
身

体
的
な
変
化
を
体
験
し
、
身
体
状

態
の
理
解
と
そ
の
方
々
と
の
関
わ

り
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
区
や
グ
ル
ー
プ
の

方
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
福
祉
活
動
の
大
切
さ
を
伝
え

に
、
皆
さ
ん
の
地
域
へ
出
向
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
に
限
ら
ず
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
依
頼
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※�

南
相
馬
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
出
前
講
座
か
ら
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
福
祉
体
験
学
習
に
参

加
し
た
石
神
中
学
校
３
年
生�

重し
げ

野の�

未み

詩う

さ
ん
、
高た

か

木ぎ�

大ひ
ろ

翔と

さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

質
問
．�

福
祉
体
験
学
習（
高
齢
者
疑

似
体
験
な
ど
）を
受
け
て
み

た
感
想
は
？

高
木
． 

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
付
け

て
動
い
て
み
て
、
自
分
の

日
常
生
活
と
比
べ
て
、
高

齢
者
の
方
や
障
が
い
者
の

方
が
、
大
変
な
こ
と
が
多

く
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。

質
問
．�

今
回
の
体
験
か
ら
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
ん
で
み
た
い

こ
と
、
心
が
け
よ
う
と
感

じ
た
こ
と
は
？

重
野
． 

学
校
や
日
常
生
活
の
中
で
、

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
時
、

自
分
か
ら
声
を
掛
け
た
り
、

助
け
合
い
が
出
来
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
　 

こ
れ
か
ら
も
福
祉
分
野
に

少
し
ず
つ
興
味
を
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

「
ふ
く
し
」を
地
域
に
伝
え
ま
す
！

「
ふ
く
し
」を
地
域
に
伝
え
ま
す
！

～
出
前
講
座

～
出
前
講
座  

福
祉
体
験
学
習
～

福
祉
体
験
学
習
～

▲ 背中の後ろから、手ぬぐいとどくべか？

急募急募

▲高
たか

木
ぎ

大
ひろ

翔
と

さん

▲重
しげ

野
の

未
み

詩
う

さん

▲高齢者疑似体験（原町第二中学校）

（９月15日号）
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こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
３
年
９
月
22
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分　

開
場

⃝

会
　
場

　
�

福
島
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ
ン

タ
ー
ア
オ
ウ
ゼ　

多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
内
　
容

　
「
健
康
体
操
」

※
マ
ス
ク
着
用
・
飲
み
物
持
参

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課
地
域
福
祉
係

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－
８
８
８
１

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
３
年
９
月
22
日
㈬

　

令
和
３
年
10
月
27
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

日
　
時

　

令
和
３
年
９
月
15
日
㈬

　

令
和
３
年
10
月
20
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

※�

サ
ロ
ン
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

ま
た
、
状
況
に
よ
り
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

被
災
者
支
援
事
業

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

季節のおはなし会・夏　紙芝居 なつかしや季節のおはなし会・夏　紙芝居 なつかしや
　８月、原町区内４ヶ所の復興公営住宅において、地
域交流を目的とした、季節のおはなし会（紙芝居）を行
いました。
　昔懐かしい桃太郎や浦島太郎のお話と、ユーモラス
なへっこき嫁さまのお話では笑いがあふれていました。
　コロナの影響で自粛生活が続いており、外に出る機
会が少なくなっています。感染症対策をとりながら、
ほっこりと暖かなひと時となりました。

5月に姪っ子が産まれて叔母になりました。
一家の主役となった赤ちゃん。
一緒に過ごせる時間を大切にしていきたいです。

（ひまわりデイサービス：Ｓ）

WAのWAの○○
ま るま る

○○
ま るま る

各
種
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
の

各
種
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
の
お
知
ら
せ

中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
不
安

が
払
拭
で
き
な
い
・
感
染
予
防
策

を
取
る
こ
と
が
困
難
な
ど
を
理
由

に
左
記
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
を
中
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
か
つ
楽
し
ん
で
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

≲
中
止
す
る
イ
ベ
ン
ト
≳

・
南
相
馬
市
健
康
福
祉
ま
つ
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン

in
南
相
馬

Q.�デイサービス(通所介護)に通うのには、
どのような手続きが必要ですか?�

A.�デイサービスなどの介護保険サービスを
利用するためには、介護保険の認定(要介
護・要支援等)を受ける必要があります。
市(区)役所の介護保険担当窓口もしくは、
お住まいの地域を担当する地域包括支援
センターへご相談ください。

◇問い合わせ先◇
　・原町西地域包括支援センター（原町区福祉会館内）
　　＜担当地区：�北町・小川町・本町・国見町・国見

団地・南町・本陣前・橋本町・陣ヶ
崎・太田地区・石神地区＞

� ☎（０２４４）２５－３３２９

　・原町東地域包括支援センター
（介護老人福祉施設福寿園内）

　　＜担当地区：�栄町・旭町・青葉町・錦町・桜井町・
日の出町・高見町・二見町・上町・西町・
三島町・大町・東町・仲町・上渋佐・
下渋佐・大甕地区・高平地区＞

� ☎（０２４４）２４－３３９０

　・小高地域包括支援センター（小高保健福祉センター内）
　　＜担当地区：小高区全域＞☎（０２４４）４４－１７００

　・鹿島地域包括支援センター
（ひまわりデイサービスセンター内）

　　＜担当地区：鹿島区全域＞☎（０２４４）４６－４６００

おしえて社協さんおしえて社協さん

▲ 昔を思い出し紙芝居に聞き入っています♪

（９月15日号）
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「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　　
　
《
令
和
３
年
７
月
16
日
～
令
和
３
年
８
月
15
日
》

【
ご
遺
志
金
】

小
高
区

・
松　

本　

ア
ヤ
子　

様	（
東　

町
）

故�

松�

本��

四�

郎��
様�
ご
遺
志
と
し
て

・
鹿　

野　

伸　

幸　

様（
片　

草
）

故�

伊�

東��

光�

江��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
松　

崎　

洋　

志　

様（
岡　

田
）

故�

松�

崎��

英�

男��

様�

ご
遺
志
と
し
て

鹿
島
区

・
只　

野　

久
美
子　

様（
鹿　

島
）

故�

只�

野��

喬�

是��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
大　

谷　

嘉　

保　

様（
栃　

窪
）

故�

大�

谷��

宗�

夫��

様�

ご
遺
志
と
し
て

原
町
区

・
渡　

部　

好　

綱　

様（
上
北
高
平
）

故�

渡�

部��

恒�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
高　

平　

栄
次
郎　

様（
下
北
高
平
）

故�

高�

平��

ヱ
イ
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

美
奈
子　

様（
上
太
田
）

故�

佐�

藤��　

�

進��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
菊　

地　

光　

子　

様（
日
の
出
町
）

故�

白�

瀬��

嘉�

久��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
高　

橋　

忠　

夫　

様（
南　

町
）

故�

高�

橋��

愛�

子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
佐　

藤　

敬　

子　

様（
高　

倉
）

故�

佐�

藤��　

�

剛��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
羽　

山　

芳　

雅　

様（
上
太
田
）

故�

羽�

山��

芳�

房��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
西　

槙　

康　

一　

様（
北　

町
）

故�

平�

野��

ヒ�

テ��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
山　

田　
　

守　
　

様（
牛　

越
）

故�
山�
田��

太�

一��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
清　

水　

欽　

一　

様（
北　

原
）

故�

清�

水��
利�
男��
様�

ご
遺
志
と
し
て

・
森　

岡　

宏　

二　

様（
南　

町
）

故�

森�

岡��

秀�

俊��

様�
ご
遺
志
と
し
て

・
門　

馬　

千　

秋　

様（
中
太
田
）

故�

門
馬��

テ
ル
子��

様�

ご
遺
志
と
し
て

・
匿　
　
　
　

名

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
金
】　　
　
　

・
藤
倉
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
㈱　

　

昭
和
55
年
度
入
社

　

北
斗
3.5
星
会　

様

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
紺　

野　

久　

子　

様（
上
栃
窪
）

百
寿
の
祝
い
金
の
一
部
を
社
会
福
祉

の
た
め
に

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

ひ
と
り
ご
と

・
匿　
　
　
　

名

南
相
馬
市
支
援
の
た
め
に

【
物
品
寄
付
】　　
　
　
　

・
と
ま
と
サ
ロ
ン　

様

雑
巾
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
東
洋
羽
毛
北
部
販
売
㈱

　

福
島
営
業
所　

様（
郡
山
市
）

缶
詰
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
只　

野　

恒　

夫　

様（
鹿　

島
）

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
等
を
社
会
福
祉
の

た
め
に

・
只　

野　

久
美
子　

様（
鹿　

島
）

尿
取
り
パ
ッ
ド
等
を
社
会
福
祉
の
た

め
に

・
松　

本　

マ　

ス　

様（
岡　

田
）

紙
オ
ム
ツ
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
小
高
マ
ル
シ
ェ　

様（
３　

件
）

野
菜
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

救
援
中
部　

様（
愛
知
県
）

菜
種
油「
油
菜
ち
ゃ
ん
」を
子
ど
も
食

堂
の
た
め
に

・
匿　
　
　
　

名

エ
ア
マ
ッ
ト
レ
ス
を
社
会
福
祉
の
た

め
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
３
年
度　

賛
助
会
費

令
和
３
年
度　

賛
助
会
費

（
令
和
３
年
７
月
１
日
～
７
月

（
令
和
３
年
７
月
１
日
～
７
月
3131
日
）
日
）

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万

円
以
上
の
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い

た
企
業
、
事
業
所
等
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

せ
お
接
骨
院

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱

原
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

㈲
ト
ラ
イ
金
型

山
田
自
動
車
修
理
工
場

㈲
植
松
教
材
社

㈱
高
野
商
店

亘
理
内
科
小
児
科
医
院

㈲
門
馬
工
業
所

若
杉
裕
二
法
律
事
務
所

横
山
建
設
工
業
㈱（

順
不
同
・
敬
称
略
）

　

昨
今
、
各
地
で
被
害
を
も

た
ら
す
豪
雨
災
害
。
自
分
た

ち
の
地
域
を
協
力
し
て
守
る

「
共
助
」
は
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、
救
助
隊
が
危

険
を
顧
み
ず
救
助
活
動
を
す

る
勇
姿
を
見
る
と
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

の
精
神
は
も
っ
と
大
切
な
こ

と
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」。

物
資
的
な
備
え
だ
け
で
な
く
、

尊
い
命
を
守
る
気
持
ち
も
備

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

（
Ｋ
）

◆
日
　
時

　

令
和
３
年
10
月
18
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

◆
会
　
場

　

原
町
区
福
祉
会
館

　

中
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）23

－

４
５
１
９

荒あ
ら

ま
で

認
知
症
相
談
会

認
知
症
相
談
会

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

ス
マ
イ（
米
）ル
お
届
け
事
業

ス
マ
イ（
米
）ル
お
届
け
事
業

お
米
寄
付
報
告

お
米
寄
付
報
告

７
月
分
実
績

◆
社
協
へ
の
寄
付
件
数

　

13
件
（
総
数　

９
５
１
点
）

◆
要
支
援
者
へ
の食料

引
き
渡
し
件
数

　

18
件
（
総
数　

５
９
９
点
）

　

活
動
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

７
月
分
実
績

◆
寄
付
件
数

　

３
件
（
合
計　

１
４
６
㎏
）

◆
お
届
け
件
数

　

53
件
（
合
計　

２
６
５
㎏
）

6

ありがとうございました

福島いのちの電話　相談電話　０２４－５３６－４３４３


